
１　被害の種別

番
号

類　　　型 発生日 受理日 被害額（円） 交付手段
被害者
性別

被害者
年齢

① オレオレ（孫かたり） 令和2年1月30日 2月5日 4,000,000 手交 女性 80

② 預貯金 令和2年1月28日 2月6日
キャッシュカード２枚
（後に486,000円払出）

手交 女性 87

③ 融資保証金
平成３１年４月１７日から
同年４月１９日までの間

2月10日
携帯電話機３台

（時価合計432,840円）
宅配便 男性 59

④
オレオレ未遂
（息子かたり）

令和2年2月13日 2月14日 0 手交 女性 72

２　被害の概要

①

②

③

④

被害者方に南区役所の職員と名のる男から「保険料の過払い金がある。」と言われ、被害者が口座への振込を要求したところ、その後、郵便
局職員と名のる男から「元号が変わったため前のキャッシュカードは使えない。新しいキャッシュカードに替えないといけない。高齢者の体が不
自由な方のために、代わりに新しいキャッシュカードに変更する業務を行っている」と言われ、その後、被害者方を訪ねてきた女にキャッシュ
カード２枚入りの封筒を手渡し、だまし取られたものです。
その後、同キャッシュカードが使用され４８万６０００円が払い出されました。

被害者方に「携帯電話にかけたけど、出なかったから」との電話がかかり、被害者が同居する孫と思い込み会話していたところ、「友達と金儲け
をして週明けには金が入る。今日、どうしても金が必要だから金を貸してほしい」と言われ、いくら必要か訪ねたところ、「４００万円必要」と言わ
れ、金融機関で準備すると伝え、金融機関で現金４００万円を準備し、自宅で待機していたところ、「自分の代わりに知り合いの者が取りに行く」
と言われ、自宅から徒歩で指示された方向に歩いていたところ、近付いてきた男に話しかけられ、孫の友人と思い込み、現金４００万円在中の
紙袋を手渡し、だまし取られたものです。
その後も４００万円要求され、金融機関で引き出そうとしたところ、金融機関職員が不審に思い、警察に通報するなどされたことから被害に遭わ
なかったものです。

被害者方に「おれおれ」と電話があり、被害者が息子と思い込み会話したところ、「１４時くらいに行く」と言われたが、相手が標準語で話してい
たことを不審に思い、息子の携帯電話に電話して確認したところ、電話をした事実はなく、オレオレ詐欺と見破り、警察に通報し、だまされた振り
をして、その後、「会社の同僚３人と株をして１，５００万円の損失を出した。一人５００万円を負担しないといけない。お金を準備して」と要求され
たもので、その後、警察官が被害者宅周辺を徘徊する不審者を職務質問した結果、受け子であることを自供したことから詐欺未遂で逮捕しまし
た。

被害者の携帯電話に「５０万円融資できます。」とのメールが届き、融資の申込みをメールで行ったところ、犯人から電話があり「１０万円融資で
きます。融資には、信用情報機関の審査が必要。携帯電話を申し込んで下さい。」と言われ、犯人の指示に従い、２店舗で携帯電話機3台を契
約し、宅配便で指定された東京都内の住所地に配送し、携帯電話機3台（販売価格合計４３２，８４０円）をだまし取られたものです。

「電話で『お金』詐欺」

「電話で『お金』詐欺」累計

４件

熊本県警では、「特殊詐欺」「振り込め詐欺」の名称を「電話で『お金』詐欺」に変更しました。

注 「電話で『お金』詐欺」の10分類の詳細は別に掲載しています。

R2.1～2 H31.1～2 R2.1～2 H31.1～2

7 8 -1 -12.5% 8,502,334 22,250,222 -13,747,888 -61.8%

オレオレ 2 0 2 - 4,000,000 0 4,000,000 -

預貯金 1 0 1 - 486,000 0 486,000 -

架空料金請求 1 4 -3 -75.0% 800,000 19,827,000 -19,027,000 -96.0%

融資保証金 2 2 0 0.0% 2,716,334 1,001,707 1,714,627 171.2%

還付金 0 1 -1 -100.0% 0 949,515 -949,515 -100.0%

金融商品 0 0 0 - 0 0 0 -

ギャンブル 0 0 0 - 0 0 0 -

交際あっせん 0 0 0 - 0 0 0 -

その他 0 0 0 - 0 0 0 -

キャッシュカード詐欺盗 1 1 0 0.0% 500,000 472,000 28,000 5.9%

被害総額(円)
増減額 増減率

電話で『お金』詐欺合計

種別／区分
認知件数

増減数 増減率


